
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《振り返り》・安心できる環境と保育者の見守りがあることで、子どもたちは自分のペースで挑戦を広げていくことが出来ていました。 
      ・感触を味わいながら笑顔を見せたり、声をだしたりする姿が見られました。感触遊びは、触覚だけでなく、情緒の安定や「楽しい！」という気持ちに 

繋がっていると感じました。 

 

 

 
あれ？なくな
った！(溶けた) 

つめたい！
つるつる！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《振り返り》 ・普段から遊びの中で、砂には、触れているため、抵抗なく触ることが出来ていました。 

・自分で絵の具やボンド、水をだしたり、砂を落としたりしたため、一人ひとり分量も違い、同じ材料でもそれぞれ個性が出ていると感じました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《振り返り》 ・周囲を気にせず、集中できる環境が、指先を使った動きや「やってみよう」とする意欲に繋がっていました。 

・保育者がそばで見守り、必要に応じて、援助することで、子ども達自身が「自分でできた」と感じる経験に繋がっていました。 

・一人ずつ行ったことで、子どもたちの表情や言葉を丁寧に受け取ることが出来ました。一人ひとりに合わせた関わりが素材への興味や表現の幅を広げる 

ことを実感しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《振り返り》 ・砂場でのごっこ遊びを通して、お友達同士での関りも広がっていました。 

・十分な広さの砂場や量、道具の豊富さで子どもたちが安心して砂場遊びに集中することができていました。 


